
       

東京社保協第６回常任幹事会 資料集 
 

2022 年 9 月 22 日（木） 東京労働会館 5 階会議室 

01～08  中央社保協第 1回運営委員会報告 

09～14  介護事業所への減収補填を求める要請資料 

15～16  11.6 物価高騰対策、消費税減税とインボイス中止大集会チラシ 

17～22  東京高齢期運動連絡会資料 

23～31  熱中症から都民を守るための２本の条例案について 

32～35  生活保護に関する香芝市議懲罰問題関連資料 

36    都立病院機構に対する質問と回答 

37～43  新生存権裁判・生活保護関連資料 

44～47  介護給付費準備基金 調査結果 

48    国保に関する全国知事会・市町村会の要望 

49～50  75 歳以上医療費窓口負担 2倍化関連 

51～63  介護保険制度改悪中止運動関連資料 

64～68  子どもの医療費無料化拡充関連資料 

69～70  10.20＃いのちまもる総行動チラシ 

71～72  マイナ保険証義務化反対チラシ・署名 

73～75  原発事故被害・いわき市民訴訟 緊急要請書（当日追加資料） 

76～78  医療費 2倍化対応のお知らせと告発チラシ（追加資料） 



1 

 

２０２２年度中央社保協第１回運委委員会 

 
２０２２年９月７日（水）１３時３０分～ オンライン併用 

【出席確認】 

 

○運営委員 

 白沢<山崎>（障全協）、日野（新婦人）、今井〈宇野〉（全商連）、西野（全生連） 

 藤原（農民連）、民谷（福祉保育労）、村田（全教）、木田（年金者組合） 

 五十嵐（医労連）、曽根（保団連）、梅津（共産党）、大門（国公労連） 

 青池（自治労連）、山之内（医療福祉生協連）、久保田（民医連）（ ）建交労 

 

沢野（北海道）、高橋（宮城）、川嶋（埼玉）、藤田（千葉）、窪田（東京）  

根本（神奈川）、藤牧(石川)、小松（愛知）、寺内（大阪）、楠藤（徳島） 

日高（福岡） 

 

○事務局 

林・大嶋（事務局）、上所（保団連）、山本（民医連）、香月（全労連） 

 

 

8/03（水）中央社保協第 66 回定期総会（参加：12 中央団体 43 都道府県 110 名） 

8/04（木）75 歳医療費 2 倍化阻止緊急国会行動（参加 45 名・国会議員 70 名要請） 

8/05（金）介護団体訪問（21 老福連） 

8/08（月）10.20 国民集会実行委員会 

8/09（火）介護団体訪問（認知症の人と家族の会東京支部） 

8/10（水）いのち暮らし社会保障立て直せ一斉行動幹部学習会（視聴 250 名以上） 

8/12（金）中央社保学校（千葉）シンポジウム事前打合せ 

8/18（木）近畿ブロック会議 

8/19（金）全労連社保闘争本部会議 

8/23（火）10.30 全国介護学習交流集会事務局会議 

8/24（水）11.23 地域医療守る全国交流集会実行委員会 

8/25（木）25 条お茶の水宣伝（参加 22 人、75 歳署名 8筆、ティッシュ 135 個） 

10.30 全国介護学習交流集会実行委員会 

8/26（金）国保部会 

8/29（月）社保テキストチーム会議・社保誌秋号の念校戻し 

8/30（火）75 歳医療費 2 割化阻止 4 団体共闘会議 ・ 介護部会 

「憲法２５条を守り、活かそう！」共同行動事務局会議 

8/31（水）日本医労連社会保障・地域医療対策委員会 第 1回代表委員会 

9 月 01 日（木）新介護署名キックオフ集会（オンライン 302 名、総勢 320 名） 

9 月 02 日（金）中央社保学校・現地司会者との打ち合わせ会議 

9 月 04 日（日）愛知社保協 42 回総会挨拶（林） 
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9 月 05 日（月）子ども医療全国ネット事務局会議 

9 月 06 日（火）75 歳医療費 2 倍化阻止宣伝行動（JR 阿佐ヶ谷駅）30 名参加・署名 27 筆 

 

 

 

・生保や国保窓口の議員同行をめぐる市議に出席停止処分の不当懲罰 訴訟へ（奈良） 

・22 年上半期の出生数 38 万人 初めて 40 万人を下回り過去最少 

・10 月から「医療費 2 割負担」団塊世代また狙い撃ち！75 歳以上の対象者はどんな人？ 

・「全数把握」見直し、４県が先行 届け出、高齢者らに限定運用 

・国保の国庫負担減額措置は全廃を（国保新聞）など 

 

１．役員変更の確認 

代表委員  前田博史（全労連）→ 秋山正臣（全労連）9月から 

事務局次長 寺園通江（全労連）→ 香月直之（全労連）9月から 

事務局次長 名嘉圭太（保団連）→ 上所聡子（保団連）9月から 

運営委員  上所聡子（保団連）→ 曽根貴子（保団連）9月から 

 

２．中央社保協複合機の機種変更 9 月から 

・クイックスキャン機能を導入（リース料は現状維持） 

 

３．秋の介護の大運動にかかわる横断幕の予算執行（約 50 万円） 

・47 都道府県社保協に 2 枚発送、精力的な街頭宣伝に使ってもらう 

 

 

●１０月１日までの大規模宣伝・署名行動を広げる 

「２倍化やめて横断幕」は 18組織 50枚の注文があり各地で宣伝行動が広がっている。

引き続き、各県での宣伝行動の情報をつかみ発信していく。 
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東京・大田区 9/4、杉並区 9/6、台東区 9/9、江東区 9/10 と、都内 4か所で宣伝予定 

神奈川・茅ヶ崎社保協 8/23 に署名行動、参加 15 名で介護署名 10 筆、年金署名 8筆など 

・平塚社保協 8/24 に署名行動。参加 10 名で 2倍化反対署名 26 筆、介護署名 25 筆集約。 

・県内集中行動を 9/15 に予定 

愛知・年金者組合が 8/20、JR 金山駅前で宣伝、30 分で 11 筆 

静岡・県社保協が静岡駅地下で 8/25 に宣伝行動、45 分で 31 筆 

岩手・8/25 に 11 名でスタンディング宣伝 

中央・９月１４日（水）１２時～１３時（JR 巣鴨駅前） 

９月２５日（日）１７時～１８時（JR 新宿駅西口アルタ前） 

 

●９月２１日 国会署名提出行動（予定） 

 

日時：9 月 21 日（水)13 時 30 分～14 時 30 分 

場所：参議院会館 B108 会議室（定員 50 名） 

参加：中央団体を中心（Youtube 配信あり） 

内容：13 時～受付 

司会（保団連）議員対応（社保協・林）映像対応（社保協・大嶋） 

 

13 時 30 分 開会あいさつ（保団連） 

13 時 35 分 国会議員からの情勢報告（倉林議員） 

（ほか、こられた国会議員から順に挨拶） 

13 時 55 分 署名提出 

14 時 10 分 10.1 行動提起（日本高連） 

14 時 20 分 各団体から決意表明 

14 時 30 分 閉会あいさつ（年金者組合） 

署名は 9月 14 日必着で、中央社保協に集中する 

 

●１０月１日 世界高齢者デー「75 歳医療費 2倍化に抗議」アピール 

  

名称：75 歳医療費 2倍化に抗議する 10.1 新宿デモ 

日時：10 月 1 日（土）13 時 30 分～15 時 00 分 

場所：新宿駅アルタ前 

参加：100 名目標（Youtube 配信あり） 

 

13 時 30 分 宣伝行動（新宿アルタ前） 

14 時 00 分 デモ出発 

15 時 00 分 デモ終了（現地解散） 
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●秋の介護運動の提起 闘いの４つの柱 

 

①請願行動（請願署名・国会議員要請・地方議会請願・署名提出行動） 

・目標 50 万筆（9月・10 月・11 月の 3カ月での集中） 

・全ての議会で議会請願・陳情（9 月 10 月議会、12 月議会に集中） 

・地元国会議員の紹介議員獲得（すべての国会議員に地元から働きかける） 

・11 月中旬に署名提出行動を計画する。（全労連・民医連・社保協 3者で） 

 

②大規模宣伝（街頭宣伝＆オンライン署名＆ツイッターデモ） 

・目立つ横断幕で目に見える宣伝を 

街頭宣伝用の横断幕作成（各県 2種類 100 枚を中央社保協で負担・約 50 万円） 

9/7 横断幕案を確認して㈱きかんし発注、9/22 に各県社保協に到着する予定 

・25 条の日を軸に、各県で精力的な街頭宣伝（中央 14 巣鴨宣伝、25 日宣伝） 

・9/14Twitter デモ ＃ミサイルよりケアの充実を ＃介護利用料の原則 2割化反対 

・9/14 オンライン署名スタート（Twitter デモにオンライン署名を載せて拡散） 

加盟組織に 9/14 の Twitter デモの協力を依頼する 時間 17 時スタートでどうか 

 

横断幕① 

 

 

 

 

 

横断幕② 

 

 

 

 

③厚労省対策（社会保障審議会委員対策と厚生労働省要請） 

・厚労大臣と社会保障審議会介護保険部会に対する「要望書（私のひとこと）」別紙 

9 月から 10 月末まで 2 ヶ月間の取り組み（目標 1万人） 

・社会保障審議会介護保険部会 会場前の宣伝行動（日程・場所の把握） 

・厚生労働省への要請行動（政府交渉） 

 

④共同行動（介護緊急アピール・ケア労働アクション・11/11 電話相談） 
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・急ぎ介護署名 3 団体で緊急アピールを作成。先行して組織内外で広げる。 

・介護 7 団体での共同はアピールを含めてこれから調整していく。 

・11 月はケア労働アクション月間、共同の推進（10/30 介護集会の成功） 

・11 月 11 日介護なんでも電話相談の全県開催の追求 

 

●11 月 11 日介護なんでも電話相談について 

・開催要綱、電話アンケート（別紙） 

・2021 年は 23 県で実施（51 回線）相談件数 553 件（昨年 271 件から倍増）、フリーダイヤ

ルへの着信は 4732 件。553 件の相談件数は氷山の一角。全県開催を目指し、介護実態をつ

かみ、介護制度改善へつなげる。 

・昨年はセカンドコールが東京のみで、全国の電話相談が集中。東京の電話相談が受けれ

ない事態を回避するため、大県を中心にセカンドコールの分散の検討が必要。 

 

 

●いのち一斉行動幹部学習会（8/10）済 

●新介護署名キックオフ集会（9/1）済 

●中央社保学校 in 千葉（9/17-18） 

●国の子ども医療費無料化制度めざす国会内集会（10/3）別紙チラシ参照 

●介護学習交流集会（10/30）チラシ別紙 

●憲法学習交流集会（11 月 or12 月）これから 

●地域医療まもる運動全国交流集会（11/23）実行委員会で準備中 

●国保改善運動学習交流集会（12/11 予定） 

 １２月１２日（日）午後半日開催を予定（オンライン開催） 

 来春の一斉地方選挙で国保の問題を争点に押し上げていくことを目指し、地域の取り

組み交流と運営方針の進捗（統一保険料の動きなど）について学習する。 

 

 

●「賃金と社会保障」学習交流集会（1月予定）これから 

 

●＃いのちまもる医療・社会保障を立て直せ 10.20 総行動（チラシ別紙） 

集会登壇の要請あり「75 歳医療費 2倍化」怒りのアピールを高齢期運動連絡会に要請 

 

●「いのち署名」ならびに今後の一斉行動について 

１．8/10 の長友学習会内容について報告と意見交換 
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 「全世代型社会保障」攻撃の狙いをつかみ、社会保障全般への攻撃への反撃 

そのための学習推進、「一斉行動」の共同推進と運動の拡大 

 

２．運動推進をいかに図るか 

 ５団体（全労連、医労連、自治労連、民医連、社保協）協議・検討の推進 

  国会日程も視野に入れながら、来春に向けた運動構築を目指す。 

 運動の柱 

  ・全世代、全階層にかかる要求の検討、確認が重要 

  ・憲法改悪を許さない、９条と２５条を一体にした運動の展開 

  ・国民負担軽減（税、保険料、利用料等）を前面にした要求 

  ・現場の要求実現を前面にした検討必要 

・増員、処遇改善、利用者、福祉施設、障害者の要求実現、地域住民の声 

  ・社会保障財源の確保と増額を求める 

  ・軍事費（防衛費）ではなく、くらしに回せの要求実現、世論の構築 

  

３．新いのち署名を発展させる「新しい社会保障署名」を提起する 

   中央社保協として、年内完成をめどに「新しい社会保障署名」を提起 

５団体（全労連、医労連、自治労連、民医連、社保協）協議でまとめる 

    

要求項目イメージ（案） 

１．大軍拡ＳＴＯＰ、社会保障費を増やせ 

２．社会保障にかかわる国民負担を減らせ 

 

４．共同の推進 

 ・社会保障要求実現交流集会（もしくはシンポジウム）の開催の展望 

 ・改憲許すな社会保障拡充を求める 9条・25 条集会〈仮〉の検討  

・様々な共同組織（実行委員会）との懇談、会議の設定の検討 

  ※介護関係 7団体、75 歳二倍化阻止共同、25 条共同等 

  ※国民大運動実行委との共闘 

 

・国保料調査の到達 

・12 月 12 日の国保改善交流集会（ 

・大阪セミナー（9/10）、東海ブロック国保学習会（9/19） 

１．改憲反対署名の推進 
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２．「大軍拡ストップ！共同行動」（仮）への共同 

３．学習の推進 社保誌「憲法特集号」。「Ｑ＆Ａパンフ」の活用呼びかけ 

 

１．いのとり裁判支援 署名推進とこれからの地裁・高裁の各地からの支援（傍聴など） 

２．生活保護要求実現（扶養照会、級地問題、生保の国保利用、車保有など）の戦い 

 全生連との協議進行中 

 中央行動に協同する 

8/31 マイナンバー制度反対連絡会学習会＆総会 

「保険証廃止・オンライン資格システム導入義務化」撤回署名に取り組む 

第５回いのちとくらしを守る税研集会 

［開催日］２０２３年１月２８日（土）と２９日（日）［会 場］東京土建本部会館 

※昨年に引き続き、中央社保協から住江代表委員に集会実行委員長、社会保障分科会を

担当の要請あり。 

 

 

９月１０日（土）国保セミナー（大阪社保協開催） 

９月１４日（水）巣鴨宣伝 12-13（ＪＲ巣鴨駅） 

９月１５日（木）介護署名学習会オルグ（鳥取医療生協） 

９月１７日（土）～１８日（日）第４９回中央社保学校（千葉） 

９月１９日 (月) 憲法改悪反対総がかり行動／東海ブロック国保改善交流集会 

９月２０日（火）社保協北信越ブロック会議 13 時 30 分～（リモート） 

９月２１日（水）７５歳医療費２倍化中止署名の国会提出行動 

９月２２日（木）国保部会／社保協東海ブロック会議／税研修会実行委員会 

９月２５日（日）７５歳医療費２倍化阻止宣伝行動 17-18（新宿駅西口アルタ前） 

９月２６日（月）中央社保協北海道東北ブロック会議 13 時 30 分～ 

９月２７日（火）中央社保協中国ブロック会議 14 時 00 分～ 

９月２８日（水）中央社保協関東ブロック会議 13 時 30 分～ 

９月２９日（木）中央社保協九州ブロック会議 14 時 00 分～ 

９月３０日（金）中央社保協四国ブロック会議 14 時 00 分～ 

１０月０１日（土）国際高齢者デー行動 新宿デモ 
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１０月０５日（水）運営委員会 

１０月０７日（金）全労連社保闘争本部会議 

１０月１２日（水）中央社保協近畿ブロック会議 14 時～ 

１０月１４日（金）巣鴨宣伝 

１０月２０日（木）いのちまもる・医療・社会保障を立て直せ 10.20 総行動 

１０月２１日（金）年金者一揆・フェスタ 

１０月２５日（火）２５条の日宣伝 

１０月３０日（日）全国介護学習交流集会 

１１月０２日（水）中央社保協運営委員会 

１１月１１日（金）介護・認知症なんでも無料電話相談 

１１月１４日（月）巣鴨宣伝 

１１月２３日（水）地域医療守る全国運動交流集会 

１１月２３日（水）～２４日（木）日本高齢者大会 

１１月２５日（金）２５条の日宣伝 

１２月０７日（水）運営委員会 

１２月１１日（日）国保改善運動交流学習集会 

   

◆２０２２年度運営委員会日程（第一水曜日を基本） 

 １月１１日（年末年始のため第二水曜日）、２月１日（全国代表者会議検討）、３月１日、

４月５日、５月１０日（大型連休のため第二水曜日）、６月７日、７月５日（全国総会検討） 

 

◆代表委員会日程について 

運営委員会日程（第一水曜日）前の第４週の水曜日、もしくは金曜日に設定。 

１８時からオンライン開催を基本。次回日程案 ９月２８日（水）もしくは９月３０日（金） 















11.6
東京・芝公園（集会広場）

13:00 START

大集会

物価高騰対策
消費税減税 と

インボイス中止 を求める

集会後、サウンドデモ（16:00終了予定）

主催 全国中小業者団体連絡会
東京都豊島区目白 2-36-13（全商連内）
TEL：03-3987-4391　FAX：03-3988-0820



物価高騰対策、消費税減税と
インボイス中止を求める
大集会への賛同のお願い

ロナ禍と物価高騰で中小業者の危機が広がっています。
この秋にも値上げラッシュが懸念され、コロナ感染第７波によって
150 万人超が自宅療養を強いられる事態です。異常気象による豪雨

被害も相次いでいます。
　ところが、岸田政権のコロナ対策は「新たなフェーズへの移行と対応の強化」
というだけで、自治体と個人任せの姿勢は変わらず、医療現場のひっ迫が続い
ています。物価高・異常円安の原因となっている「異次元の金融緩和」の継続
を宣言し、国による中小業者への直接支援は３月で打ち切られたままです。ガ
ソリン税や消費税の引き下げを求める世論にも背を向ける一方で、「消費税率
の変更を伴わない増税策」であるインボイス制度を実施しようとしています。
このままでは、廃業・倒産が増えるばかりです。
　私たち全中連は、こうした危機打開を図るために「物価高騰対策、消費税減
税とインボイス中止」への賛同を大きく広げ、掲げた要望の実現を政府に迫る
「大集会」を開催します。
　幅広い団体・個人の皆さまから、集会と一連の行動への参加・賛同や激励の
メッセージをいただければ幸いです。

集会の概要
■国会議員挨拶　■業界団体などからの発言　■集会アピール採択など

※集会終了後、東京駅（鍛冶橋駐車場）へ向けてサウンドデモを行います
（デモ終了は 16時を予定）

◉JR「浜松町駅」から徒歩 12 分
◉地下鉄三田線「芝公園駅」から徒歩 2分、「御成門」から徒歩 2分
◉地下鉄浅草線・大江戸線「大門駅」から徒歩 5分
◉地下鉄大江戸線「赤羽橋」から徒歩 2分

芝公園駅

御成門駅

大門駅

浜
松
町
駅

赤羽橋駅

芝公園

コ

東京プリンスホテル

御成門駅
A1出口

御成門駅
A2出口

御成門駅
A6出口

御成門駅
A5出口

御成門駅
A3a 出口

集会会場

み
な
と

図
書
館

港区役所

日比谷通り

多目的
運動場

伸びゆく
子供像

こども平和塔

交番
集会広場



７
月
26
日
の
高
齢
者
大
会

東
京
実
行
委
員
会
で
の
第
35

回
京
都
大
会
の
大
綱
確
認
に

基
づ
き
、
京
都
大
会
へ
の
参

加
申
し
込
み
資
料
を
、
各
団

体
・
地
域
に
発
送
し
ま
し
た
。

発
送
さ
れ
た
文
章
は
次
の

通
り
で
す
。

①
京
都
大
会
の
チ
ラ
シ

②
参
加
要
項

③
参
加
申
込
書

④
移
動
分
科
会
の
申
込
書

⑤
講
座
、
分
科
会
の
会
場

一
覧⑥

参
加
費
の
納
入
に
つ
い

て

参
加
申
し
込
み
は

整
理
の
都
合
か
ら

23
区
、
三
多
摩
を

分
け
て
受
け
付
け
ま

す〇
23
区
の
団
体
・
地
域
・
個

人
は
、
東
京
実
行
委
員
会

（
東
京
高
連
事
務
局
）

〇
三
多
摩
の
団
体
・
地
域
・

個
人
は
三
多
摩
実
行
委
員
会

へ

な
る
べ
く
、９
月
22
日

の
第
一
次
集
約
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
各
団
体
に
送
付

さ
れ
た
資
料
を
読
ん
で
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

東
京
か
ら

３
５
０
名
の
参
加
を
！

〇
１
泊
２
日
の
全
日
程
を
団

体
で
行
動
す
る
Ａ
コ
ー
ス
に

１
５
０
名

〇
１
日
目
は
Ａ
コ
ー
ス
と
一

緒
に
行
動
し
、
２
日
目
の
全

体
会
後
は
「
自
由
行
動
」
で

参
加
す
る
B
コ
ー
ス
に
２
５

０
名
の
、
３
５
０
名
の
目
標

を
達
成
し
た
い
と
お
も
い
ま

す
。長

び
く
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々

な
困
難
や
不
安
な
ど
あ
り
ま

す
が
、
現
地
実
行
委
員
会
で

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
は
最
大

の
注
意
を
は
ら
い
、
準
備
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
東
京
実

行
委
員
会
で
も
、
最
大
限
の

努
力
を
傾
け
、
京
都
大
会
を

成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
実
行
委
員
会
で
も
、

こ
れ
ま
で
の
参
加
実
績
な
ど

に
基
づ
い
て
、
各
団
体
・
地

域
に
取
り
組
み
の
要
請
と
取

り
組
み
状
況
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
参
加
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

東
京
か
ら
の

取
り
組
み
報
告
を

現
地
で
も
、
東
京
各
地
の

活
動
を
紹
介
し
、
参
加
者
が

参
加
す
る
各
分
科
会
で
も
、

大
い
に
発
言
し
、
全
国
の
実

践
か
ら
学
ん
で
、
高
齢
期
運

動
の
一
層
の
前
進
と
発
展
の

た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

第
１
分
科
会
は
、

東
京
が
担
当

と
く
に
、
第
一
分
科
会

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
の

運
動
を
ど
う
進
め
る
か
？

全
世
代
型
社
会
保
障
と
の
闘

い
の
課
題
」
は
東
京
が
担
当

し
ま
す
の
で
、
各
団
体
・
地

域
に
発
言
要
請
な
ど
も
お
こ

な
い
ま
す
。
そ
の
時
は
積
極

的
な
ご
返
事
を
お
願
い
し
ま

す
。各

団
体
・

地
域
へ
の
お
願
い

①
各
団
体
・
地
域
で
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

参
加
者
を
組
織
す
る
方
々

の
ご
苦
労
を
、
な
る
べ
く
多

く
の
人
が
手
助
け
で
き
る
よ

う
に
、
小
規
模
で
も
「
実
行

委
員
会
」
を
作
っ
て
、
多
く

の
仲
間
に
呼
び
か
け
る
取
り

組
み
と
宣
伝
を
お
願
い
し
ま

す
。

②
カ
ン
パ
活
動
に
も
取
り
組

み
ま
し
ょ
う

個
人
の
参
加
費
用
を
少
し

で
も
少
な
く
出
来
る
よ
う
、

代
表
派
遣
カ
ン
パ
な
ど
に
取

り
組
み
、
よ
り
多
く
の
人
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

ま
し
ょ
う
。

【
細
か
い
点
、

い
く
つ
か
】

①
全
体
会
と
、
講
座
・
分
科

会
の
う
ち
第
1
講
座
、
第
4

講
座
、
第
１
分
科
会
は
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
が
可
能
で
す
。

②
参
加
申
込
書
に
は
、
移
動

分
科
会
を
除
い
て
「
参
加
予

定
講
座
・
分
科
会
」
を
表
示

す
る
欄
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

会
場
へ
の
連
絡
バ
ス
運
行
の

都
合
か
ら
、
申
し
込
み
受
付

以
降
に
「
参
加
希
望
」
を
お

聞
き
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
参
加
予
定
を
考
え
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

東 京 高 連 ニ ュ ー ス 2022年9月12日第62号(1)

東
京
高
連
ニ
ュ
ー
ス
発 行

東京高齢期運動連絡会

電話03(5956)8781
FAX03(5956)8782
em:tokyo.koureiki@gmail.com

発行人：菅谷正見

「
日
本
高
齢
者
大
会
in
京
都
」

受
付
を
始
め
ま
し
た

早
目
の
参
加
申
し
込
み
お
願
い
し
ま
す

憲法違反の

国葬反対 !!
国葬より、物価高、コロナ
対策に力を入れてください



政
府
が
１
０
月
１
日
に
７

５
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
２

倍
化
を
強
行
し
よ
う
と
す
る

中
、
各
地
に
抗
議
の
行
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

８
月
25
日
、
中
央
社
会
保

障
推
進
協
議
会
、
医
療
団
体

連
絡
会
議
、
全
日
本
年
金
者

組
合
、
日
本
高
齢
期
運
動
連

絡
会
の
よ
び
か
け
で
、
17
時

か
ら
お
茶
の
水
駅
頭
で
75
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
2

倍
化
中
止
を
訴
え

る
宣
伝
行
動
が
行

わ
れ
22

人
が
参
加

し
ま
し
た
。

9
月
4
日
、
蒲

田
駅
に
、
大
田
区

の
社
会
保
障
推
進

協
議
会
、
生
活
と

健
康
を
守
る
会
、

区
労
連
、
新
日
本

婦
人
の
会
、
年
金

者
組
合
、
城
南
保

健
生
活
協
同
組
合
、

城
南
福
祉
医
療
協

会
、
な
ど
か
ら
35

人
の
仲
間
が
集
ま

り
、
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

道
行
く
人
と
の
対
話

も
あ
り
22
筆
の
署
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

宣
伝
に
は
日
本
共
産

党
の
区
議
会
議
員
も
駆

け
つ
け
ま
し
た
。

9
月
6
日
、
阿
佐
ヶ
谷
駅

で
は
、
中
央
社
会
保
障
推
進

協
議
会
な
ど
中
央
団
体
と
、

杉
並
区
の
、
社
会
保
障
推
進

協
議
会
、
東
京
土
建
、
年
金

者
組
合
、
東
京
西
部
保
健
生

協
な
ど
か
ら
30
名
が
集
ま
り
、

宣
伝
行
動
を
実
施
。
27
筆
の

署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

9
月
9
日
に
は
、
台
東
社

保
協
が
呼
び
か
け
入
谷
に
40

名
が
結
集
、
9
月
10
日
に
は

江
東
区
で
地
域
の
仲
間
に
よ

る
宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
、

医
療
費
窓
口
負
担
2
倍
化
反

対
を
訴
え
ま
し
た
。

２
倍
化
中
止
の
運
動

を
最
後
ま
で
全
力
で

７
５
歳
医
療
費
２
倍
化
は
、

財
界･

自
公
政
権
が
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
「
全
世
代
型

社
会
保
障
」
路
線
の
重
要
な

一
歩
で
す
。
「
医
療
に
か
か

る
な
・
介
護
を
受
け
る
な
・

死
ぬ
ま
で
働
け
・
負
担
は
ふ

や
す
が
国
は
社
会
保
障
に
責

任
は
も
た
な
い
」
こ
れ
が
全

世
代
型
社
会
保
障
の
本
質
で

す
。厚

生
労
働
大
臣(

当
時)
は
、

「
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
！

さ
ら
な
る
改
革
が
必
要
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
黙
っ
て
い
れ
ば
、

政
府
は
更
な
る
負
担
増
へ
突

き
進
み
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の

先
に
は
、
全
世
代
の
社
会
保

障
が
総
崩
れ
と
な
る
未
来
が

待
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
立
ち

上
が
ら
な
け
れ
ば
、
悔
い
を

千
載
に
残
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。「

２
倍
化
中
止
せ
よ
！
」

の
運
動
を
最
後
ま
で
全
力
で

展
開
し
ま
し
ょ
う
。
運
動
を

全
世
代
型
社
会
保
障
路
線
ス

ト
ッ
プ
、
新
自
由
主
義
ス
ト
ッ

プ
の
大
き
な
流
れ
に
発
展
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

9
・
25
新
宿
大
宣
伝

10
・
1
新
宿
デ
モ

に
結
集
し
よ
う
。

9
月
21
日(

水)

13
：
30
か

ら
、
参
議
院
議
員
会
館
Ｂ
１

０
８
会
議
室
で
、
２
倍
化
中

止
署
名
の
提
出
集
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
集
ま
っ
て
い
る
署

名
は
各
団
体
で
集
約
を
進
め
、

提
出
集
会
に
集
中
し
て
下
さ

い
。9

月
25
日(

日)

17
：
00
～

18
：
00
、
新
宿
東
口
ア
ル
タ

前
で
大
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

す
。10

月
1
日(

土)

に
は
、
13
：

30
新
宿
東
口
ア
ル
タ
前
に
集

合
し
、
14
：
00
か
ら
西
口→

南
口→

明
治
通
り→

靖
国
通

り
と
、
新
宿
駅
を
大
き
く
一

周
す
る
抗
議
の
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
動
へ
の
大
き

な
結
集
を
呼
び
か
け
ま
す
。
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１
０
月
１
日
か
ら
の

７
５
歳
以
上
の
医
療
費

窓
口
負
担
２
倍
化
許
さ
な
い
！

各
地
域
で
精
力
的
な
宣
伝
行
動

蒲田駅西口での宣伝 （9月4日）

阿佐ヶ谷駅南口での宣伝 （9月6日）

７５歳以上医療費
２倍化許さない !!

９・２５新宿
大宣伝行動

17:00～18:00 新宿駅東口

７５歳以上医療費
２倍化許さない!!

１０・１新宿デモ



8
月
４
日
、
新
区
長
に
申

し
入
れ
て
い
た
杉
並
社
保
協

と
の
懇
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

予
定
の
倍
の
１
時
間
の
懇
談

は
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

区
民
が
推
薦
し
、
現
役
の

区
長
を
１
８
７
票
差
で
制
し

て
選
出
さ
れ
た
新
た
な
女
性

区
長
が
全
国
的
に
注
目
を
集

め
て
い
る
杉
並
区
。

岸
本
区
長
は
区
民
本
位
の

行
政
を
行
う
こ
と
を
明
言
し

ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル

ギ
ー
な
ど
で
水
道
事
業
の
民

営
化
な
ど
を
追
い
か
け
、
世

界
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
再

公
営
化
の
実
現
に
尽
力
し
て

き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
員
を
４
月

ま
で
や
っ
て
い
た
岸
本
さ
ん

を
区
長
候
補
と
し
て
押
し
上

げ
、
実
現
し
て
き
た
こ
と
が

な
に
よ
り
す
ば
ら
し
い
選
択

と
言
え
ま
す
。

新
区
長
は
区
民
の
意
見
を

よ
く
聞
き
、
実
情
を
把
握
し
、

市
民
目
線
で
慎
重

に
検
討
し
、
熟
議

し
た
上
で
判
断
す

る
と
い
う
姿
勢
を

打
ち
出
し
て
い
ま

す
。ま

た
９
月
５
日

の
記
者
会
見
で
は
、

区
民
施
設
の
活
用

に
つ
い
て
は
使
い

や
す
い
費
用
も
め

ざ
し
前
向
き
に
検

討
す
る
こ
と
、
女

性
の
活
用
を
広
げ

る
こ
と
、
旧
統
一
協
会
な
ど

の
カ
ル
ト
集
団
と
の
か
か
わ

り
を
拒
む
こ
と
、
区
長
の
退

職
手
当
を
引
き
下
げ
る
こ
と

な
ど
、
生
活
者
に
寄
り
添
う

姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
区
長
の
政
治
姿
勢
に

共
鳴
し
、
「
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
と
い
う
目
標
の
実

現
に
協
力
・
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
区

民
目
線
で
杉
並
区
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
知
ら
せ
る

た
め
に
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

ま
ず
、
杉
並
区
の
現

状
と
問
題
点
・
・

住
民
の
視
点
か
ら
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

１
）
区
長
に
協
力
し
、
住
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
、
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
。

２
）
杉
並
区
の
「
一
人
ぐ
ら

し
発
生
率
」
と
孤
立
・
・
・

発
生
率
の
高
さ
は
大
都
市
の

部
で
は
全
国
で
11
位
が
杉
並

区
。
孤
立
の
危
険
、
孤
独
死

が
今
後
激
増
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
老
人
会
の
参
加
率
は

23
区
で
最
低
。

一
方
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
杉
並
」
で
購
買
生
協
、
医

療
生
協
が
区
と
協
定
を
結
び

見
守
り
に
と
り
く
ん
で
い
る
。

３
）
高
齢
者
の
き
び
し
い
く

ら
し
は
他
区
と
も
大
き
な
違

い
が
な
い
。

４
）
コ
ロ
ナ
の
現
状
と
医
療

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
要
望

し
た
。

保
健
所
の
機
能
が
統
合
さ

れ
、
人
員
も
削
減
・
集
中
さ

れ
、
危
機
に
対
応
で
き
て
い

な
い
。
職
員
も
疲
弊
し
て
お

り
、
人
員
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
国
、
行
政
の
支

援
必
要
。

５
）
国
民
健
康
保
険
の
高
い

保
険
料
、
滞
納
、
差
し
押
さ

え
な
ど
課
題
山
積
。

区
の
基
金
を
と
り
く
ず
し

て
も
保
険
料
を
引
き
下
げ
な

け
れ
ば
、
滞
納
や
受
診
の
手

遅
れ
な
ど
避
け
ら
れ
な
い
。

保
険
料
の
減
免
に
関
し
て
提

案
を
行
い
ま
し
た
。

６
）
介
護
問
題
、
介
護
保
険

の
抜
本
改
善

介
護
保
険
は
保
険
料
が
天

引
き
で
徴
収
さ
れ
る
。
利
用

料
が
高
額
で
あ
る
た
め
利
用

で
き
な
い
人
も
多
い
。
「
介

護
の
社
会
化
」
は
程
遠
く
、

介
護
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

高
齢
者
、
介
護
者
・
家
族

の
声
を
聞
き
安
心
で
き
る
介

護
の
確
立
に
努
力
さ
れ
た
い
。

７
）
老
人
医
療
無
料
制
度
を

実
施
さ
れ
た
い
。

無
料
化
だ
け
で
な
く
、
健

康
づ
く
り
、
予
防
な
ど
総
合

的
な
対
策
と
共
に
医
療
費
無

料
を
実
施
す
れ
ば
、
高
齢
者

の
人
権
を
守
り
、
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
と
医
療
費
の
節
約

両
立
可
。

区
が
決
断
す
れ
ば
実
施
で

き
る
。

沢
内
村
の
よ
う
な
「
生
命

行
政
」
を
追
求
し
、
全
国
の

自
治
体
と
連
携
し
て
高
齢
者

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
杉
並

を
め
ざ
し
て
区
長
と
対
話
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
吉
岡
）
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地
域
か
ら
の
報
告

杉
並
社
保
協
、

岸
本
新
区
長
と
懇
談

東京高連年会費・今年度分未納方は
早めの納入お願いします

あわせて、「財政活動支援」も宜
しくお願いします

あ
と
4
カ
月
で
、
東
京
高
連
会

計
年
度
が
終
わ
り
ま
す
。

今
年
度
会
費
未
納
の
方
は
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

先
の
ニ
ュ
ー
ス
61
号
で
、
東
京

高
連
の
財
政
確
立
の
た
め
に
「
ピ
ー

ス
タ
イ
ル
」
1
枚
１
５
０
０
円
で

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で

申
し
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
件
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
に
な
っ
て

い
な
い
方
に
は
、
連
絡
が
あ
れ
ば

お
届
け
し
ま
す
。
東
京
高
連
事
務

局
ま
で
連
絡
下
さ
い
。



21
年
9
月
に
日
野
市

の
住
民
か
ら
、
補
聴
器

補
助
に
つ
い
て
の
請
願

署
名
が
提
出
さ
れ
、
議

会
で
全
員
一
致
の
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

22
年
の
3
月
と
6
月
の
議

会
で
、
野
党
（
共
産
・
無
所

属
）
議
員
か
ら
質
問
が
出
さ

れ
、
市
側
は
22
年
度
を
準
備

期
間
と
す
る
旨
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

市
側
は
そ
の
後
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
、

補
聴
器
業
者
を
呼
ん
だ
相
談

会
を
3
回
ほ
ど
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
市
の
対
応
の

な
か
で
は
「
日
野
市
立
病
院

の
協
力
も
得
て
」
と
の
話
も

あ
り
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く

病
院
の
言
語
聴
覚
士
が
産
休

に
入
り
、
な
か
な
か
適
任
の

方
が
居
な
い
の
で
（
全
国
的

に
も
言
語
聴
覚
士
は
少
な
い
）

困
っ
て
い
る
と
こ
と
や
、

「
補
助
に
所
得
制
限
を
つ
け

る
か
ど
う
か
の
線
引
き
も
考

え
な
け
れ
ば
」
な
ど
の
話
も

出
て
い
ま
し
た
。

9
月
6
日
の
市
議
会
で
共

産
党
議
員
の
「
制
度
立
ち
上

げ
の
状
況
に
つ
い
て
」
の
質

問
が
再
び
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
早
期
発
見
の
た
め
の
機
会

を
市
と
し
て
つ
く
れ
。

②
補
助
金
制
度
だ
け
で
な
く
、

現
物
支
給
制
度
も
考
え
て
い

る
か
。

③
所
得
制
限
を
ゆ
る
い
も
の

に
せ
よ
。

④
言
語
聴
覚
士
を
市
で
も
確

保
せ
よ
。

⑤
医
療
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
必
要
で

は
な
い
か
。
等
々
の
質
問
に

対
し
て
市
は
、
高
齢
福
祉
課

参
事
と
最
後
に
市
長
が
答
弁

に
立
ち
ま
し
た
。

①
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
み
る
。

②
23
年
度
の
い
つ
頃
か
ら
施

策
が
ス
タ
ー
ト
出
来
る
か
は
、

直
ち
に
答
え
ら
れ
な
い
。

③
言
語
聴
覚
士
の
市
と
し
て

の
確
保
に
つ
い
て
は
困
難
。

④
都
の
補
助
金
支
給
等
の
制

度
は
知
っ
て
い
る
。
都
へ
の

様
々
な
要
望
は
出
し
て
い
く
。

⑤
65
才
以
上
を
対
象
者
と
考

え
て
い
る
。

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

各
地
域
で
、
自
治
体
要
求

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
世
田
谷
区
で
は
区
の

財
政
に
つ
い
て
の
学
習
に
取

り
組
ん
で
、
区
と
の
話
し
合

い
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

す
べ
て
の
地
域
で
取
り

組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

（
１
）
高
齢
期
要
求
を
ま
と

め
、
自
治
体
に
要
請
し
、
回

答
を
求
め
、
市
と
話
し
合
い
、

21
年
か
ら
の
市
民
の
取
り
組2

21
年
か
ら
の
市
民
の
取
り

組
み
で
は
、
年
金
者
組
合
日

野
支
部
も
参
加
し
て
、
力
を

尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
市
の
対
応
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
、
三
鷹
市
に
続

い
て
成
果
を
あ
げ
た
い
も
の

で
す
。

各
自
治
体
で
も
、
住
民
の

声
を
も
と
に
、
粘
り
強
い
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

要
求
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
、

(

２)

自
治
体
に
、
高
齢
期
に

関
す
る
行
政
デ
ー
タ
を
問
い

あ
わ
せ
る
こ
と
（
自
治
体
ア

ン
ケ
ー
ト
）
が
、
全
都
共
同

行
動
の
2
つ
の
取
り
組
み
で

す
。今

年
は
、
す
べ
て
の
地
域

で
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

東
京
高
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い

「
京
高
齢
期
運
動
連
絡
会
」

で
検
索
す
る
と
、
東
京
高
齢

期
運
動
連
絡
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
出
て
き
ま
す
。

そ
の
中
に
「
自
治
体
要
求

運
動
」
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
見
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
で
の

運
動
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

①
今
年
度
の
行
政
デ
ー
タ

問
合
せ(

自
治
体
ア
ン
ケ
ー

ト
）
の
記
入
用
紙

②
地
域
で
要
請
書
を
つ
く

る
た
め
の
参
考
資
料

③
建
交
労
の
自
治
体
へ
の

要
求

④
都
内
各
自
治
体
の
補
聴

器
助
成
制
度
の
一
覧

⑤
各
地
域
で
自
治
体
に
提

出
し
た
要
請
書
や
、
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
要
請
書
、
地

域
の
高
齢
者
の
要
求
集
約

の
た
め
に
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
な
ど
が
見
ら
れ
る

ペ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

⑥
２
０
１
９
年
度
か
ら
昨

年
度
ま
で
の
行
政
デ
ー
タ

の
問
合
せ
へ
の
回
答
を
年

度
ご
と
、
自
治
体
ご
と
に

掲
載
し
た
ペ
ー
ジ
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
運
動
の
参
考

に
し
て
下
さ
い
。

〇
逐
次
更
新
を
お
こ
な
っ
て
、

自
治
体
要
求
運
動
の
た
め
の

デ
ー
タ
を
、
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。
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日
野
市
で
補
聴
器
補
助
制
度

少
し
ず
つ
前
進

市
が
来
年
度
に
向
け
て
、
準
備
を
表
明

自
治
体
要
求
全
都
共
同
行
動

今
年
は
全
地
域
で
取
り
組
み
を
！

東
京
高
連
の
デ
ー
タ
も
参
考
に
し
て
下
さ
い

改憲発議と
大軍拡やめろ！

さようなら戦争
さようなら原発

９・１９大集会
9月19日（月・祝）午後13時30分～

場 所：代々木公園Ｂ地区

主催：「戦争させない・9条壊すな！

総がかり行動実行委員会」



 

 ７５歳医療費２倍化は、財界･自公政権が強行しようとしている「全世代型社会保障」路線

の重要な一歩です。「医療にかかるな・介護を受けるな・死ぬまで働け・負担はふやすが国は

社会保障に責任はもたない」これが全世代型社会保障の本質です。２倍化中止の運動を全力で

展開し、全世代型社会保障路線ストップの大きな運動に発展させましょう。 
 

 

１  ２倍化中止宣伝行動 各地域で 
     すべての地域で、世論に訴える宣伝行動を具体化しましょう。 

      大きな横断幕があります。横断幕が必要な場合はご連絡ください。 
 

２  ９・２５新宿大宣伝行動 

     9月 25日（日）17：00～18：00 新宿東口アルタ前 
 

 

３  ２倍化中止署名 – ９・２１署名提出行動 
     9 月 21 日（水）13:30～ 参議院議員会館Ｂ１０8 会議室 

      更に署名を広げ、9 月 21 日までに集約し、提出行動に署名を集中しましょう。 
 

 

４  国会議員要請・政府へ声を集中 

    国会議員の地元事務所に地域から要請を行いましょう。 

    首相官邸・厚生労働省にＦＡＸ・メールなどの集中を。 

    物価高･年金減･コロナ禍、受診控えに追いうちの 2 倍化やめろの声を届けましょう。 
 

 

５  １０・１ 窓口２倍化許すな(国際高齢者デー) 

   怒りの新宿デモ 
   10月 1日(土)13:30～ 新宿東口アルタ前集合  

    短時間宣伝後、14:00～新宿駅 1周デモ 

 

 

 

 

 

 

 

東京高齢期運動連絡会 tokyo.koureiki@gmail.com 【９月 1７日版】  



政府へ声を集中。 
 

■次のＵＲＬとＱＲコードは、首相官邸の意見欄です。ぜひみんなで書き込みましょう。 

https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html 

 

 

 

 

 

 

 

■首相官邸への FAXは、03-3581-3883 

 

 

■厚生労働省の意見書き込みフォームのページです。多くの声を集中しましょう。 

https://www.mhlw.go.jp/form/pub/mhlw01/getmail 

 

 

 

 

 

 

 

■厚生労働省の FAX は、 

 厚労大臣（副大臣・政務官）03-3595-2020 

 厚生労働大臣官房     03-3592-6221 

     同総務課   03-3595-2392 

 

 

 

 

最新の情報は東京高齢期運動連絡会のサイトから 
 

東京高齢期運動連絡会のサイトＵＲＬは、 

http://koureiki.main.jp/index.html 

 

サイト内の 75歳以上医療費窓口２倍化中止のページＵＲＬは、 

http://koureiki.main.jp/act/index1.html 

 

 

 

※ 地域・団体の取り組みの情報をお寄せください。 

tokyo.koureiki@gmail.com 
 

 

 

http://koureiki.main.jp/index.html
http://koureiki.main.jp/act/index1.html
tokyo.koureiki@gmail.com
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共産党議員への違法懲罰
奈良・⾹芝 市議会が取り下げ

2022年9⽉6⽇【社会】

 奈良県の⾹芝（かしば）市議会議会運営委員会が５⽇開かれ、⽇本共産党の⻘⽊恒⼦市議への出席停⽌処分
議案は取り下げられました。奈良地裁が１⽇に出した「出席停⽌の処分をしてはならない」という仮の差し⽌
め決定を受けてのことと考えられますが、取り下げた理由や経過報告はありませんでした。

 昨年１２⽉の福祉教育委員会で、川⽥裕議⻑による「⽣活保護窓⼝への議員同⾏⾏為は禁じられている」趣
旨の発⾔に対し、⻘⽊⽒が疑義を呈する意⾒を述べたことが、「侮辱または名誉毀損（きそん）にあたる恐れ
がある」と懲罰の対象にされました。議場での陳謝⽂の朗読が強要されましたが⻘⽊⽒は拒否。これを３度繰
り返したことを理由に８⽉１８⽇の懲罰特別委で出席停⽌処分が議決されました。⻘⽊⽒は同⽉２４⽇、⾃⾝
への処分は違法だとして差し⽌め請求と仮差し⽌めの申し⽴てを奈良地裁に⾏い、仮差し⽌めが認められてい
ました。

 ５⽇の本会議で⻘⽊市議ら４⼈の議員が取り下げ理由を追及しましたが、議運委員⻑は懲罰特別委が取り下
げたもので答える⽴場にないとして明らかにしませんでした。

 傍聴した同市の左海延⾏さん(７９)は「取り下げ理由がなかった。⻑い期間懲罰の対象になった⻘⽊議員へ
の精神的負担を思うとあまりにも⽭盾した議会です」と話しました。

https://www.akahata-digital.press/article/


奈良県香芝市議会９月本会議初日（９月５日）の傍聴報告と 

とりあえずのお礼 
２０２２年 ９月 ５日 
奈良県生活と健康を守る会連合会 

事務局⻑ 飯尾⼤彦 
℡      090-3846-8213 
Email  :  hiko1213@nike.eonet.ne.jp 

 
 
 この度は緊急の協力要請に対して皆様には⼤きなお力をいただきました。改めて厚く御礼を申し上げ
ます。 

本日（９月５日）奈良県香芝市議会本会議が開催されました。当初は午前９時開会の予定でしたが３０
分遅れの開会となりました。本会議開会前に急遽、議会運営委員会が開かれていたようです。本会議開会
後、議会運営委員⻑より、懲罰特別委員⻑から⻘⽊恒⼦議員に対する懲罰議案取り下げの申し出があっ
たため、同議案の審議はしないとの報告があり、本会議では複数の議員や⻘⽊恒⼦議員本⼈からも取り
下げの理由について質問が出されましたが、議会運営委員⻑は「懲罰特別委員会から議案取り下げの申
し出があったから」としか答えられないとの回答であった。取材をしていた一部メディアは、「奈良地裁
が９月１日付で議会に対し、同議員の出席停止処分を行わないよう仮の差し止めを決定したことが影響
したものとみられる」と論じています。また、懲罰特別委員会の「中⾕委員⻑は報道陣の取材に対し、今、
言えるのは初日に報告することを取り下げたということだけだ、と述べるにとどまった。地裁の決定後、
委員会は開いていないといい、定例会会期中に開きたいとした」と論じています。 
 この後の本会議は⻘⽊恒⼦議員も通常通り参加し、審議が進められました。 
 
 この度の私どもからの緊急の支援・協力要請に対しいち早くご対応いただき誠に心強く感じておりま
す。またたく間に全国に広げていただきました。仮の差し止め決定に対する弁護団の取り組みや仮の決
定が出た後の弁護団からの各市議に対する通知などが⼤きな力を出したということだと思いますが、全
国からの抗議の取り組みは（現段階では支援の全貌はまだつかめてはおりませんが）当事者をはじめ地
元の支援者には⼤きな力となり、３日に現地で開催された「懲罰を許さない集会」は熱気あふれるものと
なりました。とりあえず第一弾のお礼を述べさせていただきます。 
 
 今後は奈良地裁での本訴の闘いや、一旦は取り下げられた懲罰議案の行く末、近云開催される懲罰特
別委員会の模様、議会からの⼤阪高裁への抗告など、まだまだ注視していく必要が残されていると考え
ています。引き続きご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 
 
 最後に再度、この度のご支援・ご協力、地元には⼤きな力を育てていただきました。重ねて御礼を申し
上げます。                                      
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１  東 京 都 病 院
機 構 の 各 病 院
の７月 1 日時点
の 職 員 定 数 と
確保状況、職員
の 感 染 罹 患 の
実 態 に つ い て
明 ら か に し て
ください。 

（回答） 
独法化に伴い、これまでの「職員定数」という概念はなくなったため、定

数についてはお示しできません。 
職員の感染状況については日々変動があるところではありますが、直近の

８月下旬においては、陽性となった職員のほか、濃厚接触者となったこと等
に伴う自宅待機などにより、機構職員全体で１日当たり３００名程度が欠勤
となっている状況です。 

なお、機構では独法化のメリットを活かし、介護人材・看護人材等の医療
従事者について、人材紹介や人材派遣を通じて外部人材を積極的に確保・活
用していきます。 

２  コ ロ ナ 感 染
症 に 対 応 す る
各 病 院 の 確 保
病 床 数 と 稼 働
可 能 な 病 棟 数
及 び 病 床 数 に
つ い て 明 ら か
に し て く だ さ
い。 

（回答） 
令和４年７月１日現在、確保病床数は都立病院全体で１５４０床となって

おり、各病院の確保数は次のとおりです。 
・広尾病院 １８０床 
・大久保病院 １００床 
・大塚病院 １００床 
・駒込病院 １０６床 
・豊島病院 １８０床 
・荏原病院 １８０床 
・墨東病院 １００床 
・多摩総合医療センター ２００床 
・多摩北部医療センター １００床 
・東部地域病院 １００床 
・多摩南部地域病院 １００床 
・神経病院 ８床 
・小児総合医療センター ５８床 
・松沢病院 ２８床 
※臨時の医療施設を除きます。稼働可能な病棟及び病床数については、日々
の患者受入の状況に応じて変わります。 

３  感 染 拡 大 に
対 し て 今 後 都
立 病 院 機 構 が
果 た す 役 割 に
つ い て 明 ら か
に し て く だ さ
い。 

（回答） 
都立病院機構中期計画に、災害や公衆衛生上の緊急事態への率先した対応

として、保有する医療資源を最大限活用しながら法人自らが適切に対応して
いくとともに、都の方針の下、率先して取り組むこととしております。 

現在、新型コロナウイルス感染症の対応においても都の担当部署と連携し
ながら、専用病床の確保及び患者の受入れをはじめ、コロナ関連施策に率先
して対応しています。 



署
 
名
 
の
 
名
 
称

新
生
存
権
裁
判
 
東
京
訴
訟
（
生
活
保
護
基
準
引
下
げ
違
憲
訴
訟
）
公
正
な
審
理
を
求
め
る
要
請
書

<2
02
2.
7.
20
～
20
22
.9
.2
0 

東
京
社
保
協
扱
い
分
の
み
 
集
計
表
＞
 

合
計

 / 
集

約
数

事
務
局

72
新
婦
人
都
本
部

32
東
京
医
労
連

65
東
京
母
親
連
絡
会

7
東
京
民
医
連

31
7

板
橋
社
保
協

16
練
馬
社
保
協

35
江
戸
川
社
保
協

8
総

計
55

2



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：00～10：30 地裁前宣伝行動 

11：00～     103号法廷(予定) 口頭弁論傍聴 

12：00～13：30 各自昼食・報告集会会場へ移動 

13：30～15：00 報告集会(予定) 

  ※報告集会会場 衆議院第２議員会館多目的室 

東京で私たちより早い時期に提訴した「はっさく訴訟」において、東

京地裁は２０２２年６月２４日、原告勝訴の判決を下しました。 

東京で後発提訴した私たちの弁論も佳境を迎えつつあります。新生存

権裁判は、全国３０訴訟がたたかわれており、現時点での地裁判決で

は、原告が３（大阪、熊本、東京）勝９敗となっています。勝訴はいず

れも生活保護費引き下げ決定について「厚労大臣の裁量逸脱」を認定し

ています。曖昧な根拠に基づく司法判断を許さないことが、東京で引き

続き勝利するために必要です。そのために弁論傍聴、署名拡散など、多

くの人々が関心を持っている事を示すご支援、ご協力をお願致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活保護費大幅削減のための 

物価偽装
．．．．

を暴く 
お 話 白井 康彦 氏 

フリーライター・社会活動家 

（元中日新聞社生活部編集委員） 

司 会 田川 英信 氏 
          いのちのとりで裁判全国アクション事務局員 

 

 

 

 

 

 

 

東京で生活保護費の引き下げ処分取り消しで先発提訴した「はっさく

訴訟」において、東京地裁は２０２２年６月２４日、原告勝訴の判決を

下しました。後発提訴した裁判の弁論も佳境を迎えつつあります。新生

存権裁判は、全国３０訴訟がたたかわれており、現時点での地裁判決で

は、原告が３（大阪、熊本、東京）勝９敗となっています。 

社会保障制度の底上げ・前進させるためには、勝訴を掴みとることが

必須です。そのためにも裁判の争点・本質を、ぜひ多くの方に知ってい

ただきたいと願っています。怒りと闘志が湧きますよ～ 

ZOOM ID 
81742307511 
パスワード 
139393 
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2022年9月6日 

厚生労働大臣 

加藤 勝信 様 

全国生活と健康を守る会連合会  

会長 吉田 松雄  

（公印省略） 

生活保護制度・運用に対する要望 
 

1、新型コロナ禍、厚労省が出した事務連絡（2020年）の通り、各自治体が

申請・適用を柔軟にかつ迅速・確実に実施するよう徹底し、生活保護利用推

進と制度改善を進めること 

  

2、生活保護運用に対する要望書 

 ① 大学生・専門学校生に対して、コロナ影響の特例措置として、生活保護

利用を容認すること。また、アルバイト賃金から、授業料、教材購入費を控

除すること。 

 ② 生活保護利用を促進するために、チラシ、ポスター等を作成し、テレビ

CM を流すこと。 

 ③ 自動車の保有と使用について 

  1) 障害等のために通勤・通院等の自動車の保有を容認された場合に、自

動車の日常生活での使用を容認すること。 

  2)保有を容認された自動車についての運行記録の提出、走行距離の確認等

の人権侵害をやめること。 

  3)三重県鈴鹿市の様な、自動車の運行記録を提出しないなどで「指導指示

書」を連発しての「保護廃止」をする様な人権侵害をやめること。  

  4)  軽自動車(1000 ㏄以下)の保有を認め、日常生活での使用を容認する

こと。 

 ④ 奈良県生駒市の様な生活保護申請者に対して、扶養義務者を同席させる

様な人権侵害をやめること。  

 ⑤ 暖房器具は、「いのちを守り、健康を維持する」ために必要な家具什器な

ので、支給要件を保護申請時等に限定するのではなく、すべての生活保護利

用者を対象に適用すること。 

 ⑥ 一時扶助の家具什器について、「見積もりを取らせたり」「リユース品に

限定したり」「茶碗の数が多い、カーテンは 1 枚で良い等の指示をしたり」

せずに、当該生活保護申請者の自由にさせること。 

 ⑦ 東京都中野区の「高齢者居宅介護支援事業」の外部委託事業の実態は、
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生活保護利用者への家庭訪問、ケース記録の作成、保護費算定まですべての

業務を委託しています。これは、生活保護法に違反しています。厚労省は容

認の態度を改めること。 

 ⑧ 医療券に関して 

  1) 医療券に代わるマイナンバーカードの取得の強要はやめること。 

  2) すべての福祉事務所に、「休日・夜間受診票」を作成する様に指導す

ること。 

 

3、扶養照会をやめること 

  扶養照会は、当面、本人が同意した扶養義務者に限定すること 

  ア）暴力や虐待を受けたことがある 

  イ）この親族に扶養を求めることが明らかに当人にとって有害である 

  ウ）長期入院患者である 

  エ）70歳以上の高齢者である 

オ）この親族にお金を借りている 

  カ）縁が切れて、著しく関係が悪い 

  キ）一定期間、連続して音信不通であること 

  ク）明らかに援助してもらえない事情がある 

  ケ）被稼働者、施設入居者などである 

 

4、水際作戦や違法不適切な運用を根絶するために具体的な改善策を講じると。 

＜実態実例＞ 

・住所が無い方は、居所が定まらないと保護開始できない（千葉県） 

・手持ち金が無いホームレスが生活相談に訪れたら、フリーペーパーの 

 求人誌を渡されて、「仕事を探して」と追い返された（愛知県） 

・20 代には生活保護というものはないと、ホームレスを追い返した(東京都) 

・明らかに開始決定や保護費の支給が遅い自治体がある 

 例 生活保護の開始決定 14 日以内に決定通知した件数 ８件 

                  14 日を超え 30 日以内に決定通知した件数 130 件  

            30 日を超えて決定通知した件数  98 件 

   保護費の支給が申請後 30 日を超えた件数  107 件   

   令和２年度の開始決定数 274 件以上（埼玉県熊谷市）  

・保護申請後、無料低額宿泊所に入れということで入所。そこが劣悪な施設だ

ったために退所を希望したところ、すぐに入所する施設やアパートが無い限り

保護廃止になると説明（千葉県） 
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2022 年 9 月 6 日 

厚生労働大臣 

加藤 勝信 様 

全国生活と健康を守る会連合会  

会長 吉田 松雄  

（公印省略） 

 

生活保護制度・基準に対する要望 
 

1、生活保護制度・基準に関する要望書 

 ① 現在行われている「生活保護基準引き下げ違憲訴訟」は、大阪地裁

(2021 年 2 月)、熊本地裁(2022 年 5 月)、東京地裁（2022 年 6 月）と 3

地裁で国が敗訴したのだから、「取り下げる」こと。 

 ② 物価高騰による食料品、灯油等の生活必需品が高騰しているので、緊急

的に生活保護基準の引き上げ、および一時金の支給を行うこと。 

 ③ 熱中症を予防するために使用するエアコンの電気代金等を保障するた

めに「夏期手当」(電気代金等)を支給すること。 

 ④ 生活保護基準は、厚生労働大臣の告示方式をやめ、国会で決議する方式

に変更すること。 

 ⑤ 現在、生活保護級地問題を市町村と協議中と思われるが、生活保護利用

者、あるいは全生連等の声を聞き反映させる機会を設けること。また、異常な

物価高の下で、生活保護基準引き下げとなる様な級地の改定は行わないこと。 

 ⑥ 現在、基準部会で生活保護基準の検証を行っているが、生活保護利用者

あるいは全生連等の意見を聞き反映させる機会をつくること。 

 ⑦ 「夏季加算」を新設し、「冬季加算」を増額すること。 

 

2、「健康で文化的な生活」を営めるよう、生活保護基準を引き上げること 

① 2013年からの生活扶助基準見直しで大幅に引き下げた保護基準を元

（2012年ベース）に戻すこと 

② 母子加算は、貧困の連鎖を防ぎ、自立を促進する立場から元に戻すこと 

③ 住宅扶助基準と冬季加算について、引き下げた基準は元に戻すこと 

④ 老齢加算を復活させること。高齢者の保護基準を大幅に引き上げること 

⑤ 原油高騰による食料品、灯油などが大幅に値上がりしており緊急的に扶助

基準を引き上げること 
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全国知事会"全国市長会葛全国町村会の国保に関する要望

1.法定外繰入の解消・保険料水準の統一等に関する要望

○全国知事会「2023年度国の施策並びに予算に関する提案〃要望」 (2022年7月29日)

○全国市長会・町村会「国民健康保険制度等を巡る議論に対する意見」 (202〇年1 2月2日)

2.子どもの均等割保険料の軽減措置に関する要望

○全国市長会「国民健康保険制度等に関する提言」 (2022年6月1日)

子どもに係る均等割保険料(税)を軽減する支援制度については、子育て世帯の負担軽

減を図るため、必要な財源を確保するとともに、施行状況を勘案したうえで、対象年齢や軽

減割合を拡大する等、制度を拡充すること。

○全国町村会「2023年度政府予算編成及び施策に関する要望」 (2022年7月26日)

「‾‾言雨三高諦塙蔭新都お産蔽都度浦賀融を号音工務蓑
もに、対象範囲を拡大するこ

3.医療費助成を行った場合の国庫負担減額措置廃止の要望

○全国知事会「2023年度国の施策並びに予算に関する提案〃要望」 (2022年7月29日)

○全国市長会「国民健康保険制度等に関する提言」 (2022年6月1日)



17:00～18:00 新宿東口アルタ前 
  

 

 

13:30～参議院議員会館 B108 会議室 
 youtube live にて配信 

 https://youtu.be/igQhp2L1llg 

中央社会保障推進協議会・全日本年金者組合・医療団体連絡会議・日本高齢期運動連絡会 

連絡先 東京高齢期運動連絡会 tokyo.koureiki@gmail.com 



 

13：30新宿東口アルタ前集合 

14：00～デモ行進  
アルタ前→大ガード→西口→南口 

→甲州街道→明治通り→靖国通り 

 
中央社会保障推進協議会・全日本年金者組合・医療団体連絡会議・日本高齢期運動連絡会 

連絡先 東京高齢期運動連絡会 tokyo.koureiki@gmail.com 

 ７５歳医療費窓口負担２倍化は、財界･自公政権が強行しようとして

いる「全世代型社会保障」路線の重要な一歩です。「医療にかかるな・

介護を受けるな・死ぬまで働け・負担はふやすが国は社会保障に責任

をもたない」これが全世代型社会保障の本質です。私たちは怒りを込

めて医療費窓口２倍化に抗議し、全世代型社会保障路線をストップさ

せるまで、新自由主義路線をストップさせるまで運動をひろげます。 

 



 

 

中央社会保障推進協議会  2022 年９月２日 22-１３号 
110-0013 東京都台東区入谷 1-9-5 医労連会館 5 階 
電話 03-5808-5344 FAX03-5808-5345 
メール ｋ25＠shahokyo.jp   
HP https://shahokyo.jp/ 
 

中央社保協ニュース  



介護は国庫負担引上げが不可決 

軍事費ではなく社会保障の増額を 
 

 

労働者・利用者家族・事業所の声 
 

 

給付削減と負担増を食い止める 

この秋、介護の大運動に決起を 
 













14：00～15：0014：00～15：00
＠上野駅広小路口＠上野駅広小路口

介護青空学習会
＆署名宣伝行動

今、介護の何が変えられようよしているのか今、介護の何が変えられようよしているのか

利用者や働く私たちにどんな影響があるのか利用者や働く私たちにどんな影響があるのか

そして、私たちに何ができるのか…そして、私たちに何ができるのか…

介護の今を青空の下で学べます。介護の今を青空の下で学べます。

「今」と「なぜ」が分かればすぐ行動！「今」と「なぜ」が分かればすぐ行動！

そのまま署名宣伝行動も行います！そのまま署名宣伝行動も行います！

10月15日 (土)10月15日 (土)

日本医労連日本医労連

中央執行委員中央執行委員

寺田　雄氏寺田　雄氏

東京医労連介護対策委員会

お問い合わせ 03-3872-7191 担当：松崎







                                2022 年 9 月 14 日 
          御中 
                  

2022「介護・認知症なんでも無料電話相談」 
開催へ相談員派遣のお願い 

 

中央社会保障推進協議会 事務局長 林 信悟 
                           介護部会担当 大嶋 祐介 

〒110-0013 東京都台東区入谷1-9-5 日本医療労働会館5階 
           ℡：03-5808-5344、fax：03-5808-5345、e-mail：k25@shahokyo.jp 
 

東京社会保障推進協議会 事務局長 窪田 光 
〒170-0005 東京都豊島区南大塚 2-33-10 東京労働会館 6 階 

       ℡：03-5395-3165、fax：03-3946-6823、e-mail：syahokyo.tokyo@gmail.com 
 
連日のご奮闘に敬意を表します。 

2021 年「介護・認知症なんでも無料電話相談」でのご協力ありがとうござい

ました。昨年は東京のフリーダイヤルへ 4,732 呼数が寄せられ、総勢 18 名の相

談員の皆さんで、ひっきりなしにかかってくる電話に応答頂き、148 件の相談を

受けることができました（全国では 548 件）。 

今年も 12 回目になります「介護・認知症なんでも無料電話相談」を「認知症

の人と家族の会」のご協力を得て共同して以下の日程で開催いたします。 

つきましては、貴労組より引き続き当日の相談員派遣をお願いしたく要請い

たします。 

なお、当日は昼食のお弁当、飲み物を用意します。 

 

記 

 

開催日 １１月１１日（金）１０時～１８時 

会 場 東京労働会館 ラパスホール 

電 話 フリーダイヤル（０１２０－１１０‐４５８） 

相談員 全体で８回線を使用予定。各相談員が１本の電話を担当します。 

 

 



 2021年11月11日
介護・認知症なんでも電話相談 フリーダイヤル電話件数

都道府県名 総呼数 完了呼数 接続完了率 時間外呼 平均通話時間 集約表データ 差
北海道 173 3 1.7 0 17分36.0秒 3 0
青森県 66 1 1.5 0 6分14.5秒 1 0
秋田県 29 0 0 0 0.0秒 0 0
岩手県 155 9 5.8 0 28分40.0秒 8 1
宮城県 79 4 5.1 4 15分47.5秒 4 0
山形県 104 4 3.8 1 27分45.0秒 4 0
福島県 112 5 4.5 2 23分7.0秒 3 2
新潟県 156 4 2.6 5 12分43.5秒 2 2
長野県 185 4 2.2 2 17分7.5秒 5 -1 
群馬県 68 3 4.4 0 33分28.5秒 2 1
栃木県 32 3 9.4 0 26分6.5秒 1 2
茨城県 136 4 2.9 0 17分25.5秒 4 0
東京都 809 29 3.6 10 18分54.0秒 26 3
神奈川県 217 6 2.8 0 13分10.0秒 7 -1 
千葉県 184 5 2.7 0 16分20.0秒 3 2
埼玉県 124 4 3.2 0 19分17.5秒 5 -1 
山梨県 0 0 0 0 0.0秒 0 0
愛知県 212 6 2.8 0 18分36.5秒 4 2
静岡県 83 7 8.4 0 15分3.0秒 7 0
岐阜県 60 1 1.7 0 1.0秒 1 0
三重県 0 0 0 0 0.0秒 0 0
富山県 107 3 2.8 0 26分27.0秒 3 0
石川県 86 1 1.2 0 15分37.5秒 1 0
福井県 71 4 5.6 0 15分50.0秒 2 2
大阪府 126 0 0 0 0.0秒 1 -1 
京都府 12 1 8.3 0 18分55.5秒 1 0
滋賀県 1 0 0 0 0.0秒 0 0
奈良県 99 3 3 4 24分10.0秒 2 1
和歌山県 7 2 28.6 0 10分56.0秒 2 0
兵庫県 127 5 3.9 0 15分37.5秒 2 3
岡山県 75 1 1.3 1 25分35.0秒 0 1
広島県 124 3 2.4 0 36分4.0秒 4 -1 
島根県 44 3 6.8 0 20分9.0秒 3 0
鳥取県 6 0 0 0 0.0秒 0 0
山口県 13 0 0 0 0.0秒 0 0
香川県 6 1 16.7 0 12分16.0秒 0 1
徳島県 40 0 0 0 0.0秒 0 0
高知県 12 1 8.3 0 3分55.5秒 1 0
愛媛県 102 2 2 0 23分17.0秒 2 0
福岡県 321 11 3.4 3 19分17.0秒 8 3
佐賀県 15 1 6.7 0 4分29.5秒 0 1
長崎県 163 7 4.3 0 13分12.5秒 4 3
熊本県 21 0 0 0 0.0秒 0 0
大分県 11 3 27.3 0 23分31.0秒 1 2
宮崎県 80 0 0 0 0.0秒 0 0
鹿児島県 65 2 3.1 0 25分47.5秒 2 0
沖縄県 12 0 0 0 0.0秒 0 0
050番 2 0 0 0 0.0秒 0 0
その他 0 0 0 0 0.0秒 19 -19 
合計 4732 156 3.3 32 19分19.5秒 148 8
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国会・参議院議員会館B104+Web（Zoom）

日 時

会 場

お申込み
お問い合わせ

電話:０３-３３７５-５１２１ ファクス:０３-３３７５-１８６２

（事務局団体・全国保険医団体連合会 担当・上所／曽根／白石）

＊集会資料は子ども医療全国ネットホームページ
（https://kodomoiryou.jimdofree.com/）に前日までにアップいたします。

主 催 子ども医療費無料制度を国に求める全国ネットワーク(子ども医療全国ネット）

内 容
〇特別報告 「2021年子どもの生活実情調査」 より

講師・佐藤洋一先生（和歌山生協病院）

〇各地の取り組み報告 他

２０２２年10月３日（月） １３：００～１４：３０（予定）

新・署名スタート！！
子ども医療全国ネット国会内集会

今こそ国による
子ども医療費窓口負担無料制度を！

私たちが乳幼児医療全国ネットとして取り組みを始め
てから約20年、地域住民、医療関係者などの強い要望
と運動で、自治体による子どもの医療費助成は大きく広
がり、2019年現在、「中学卒業まで」助成をしている市町
村は、「通院」、「入院」ともに９割を超えています。

今、新型コロナウイルス感染拡大により、暮らしや雇用
が脅かされ、子どもたちを取りまく環境も大きな影響を受
けています。こうした時でも、経済的状況に左右されず、
医療へのアクセスを保障する制度として、子ども医療費
無料制度の意義は高まっています。今こそ、国による子
ども医療費無料制度の創設が強く求められています。

私たちはこうした情勢の下、18歳までの医療費窓口負
担の無料の国制度の創設、国保のペナルティ完全廃止
を実現するため、新署名をスタートさせます！

新・署名スタート！国会内集会を開催します。

当日のZOOMURL
https://us06web.zoom.us/j/82780032259?pwd=SnVPZFVDQktrNm1abHpGVTFsb2dxUT09

ミーティングID: 827 8003 2259
パスコード: 069506

2021年5月の集会の模様

3

https://kodomoiryou.jimdofree.com/
https://us06web.zoom.us/j/82780032259?pwd=SnVPZFVDQktrNm1abHpGVTFsb2dxUT09
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速やかに払い戻しを受けるためには（最短で診療を受けた月の 4

か月後）事前に受け取りの口座を登録する必要があります。自己

負担増加の軽減措置対象となる方（2 割負担対象者）のうち、高

額療養費の申請を行ったことがない方には、広域連合から９月

20 日頃に「高額療養費事前申請書」が送付されます。 

お手元に届きましたら必要事項を記入の上、申請期限内にご提

出ください。 

申請の期限は 2022 年 12 月 2 日までとなっていますのでご注意下さい。 
 
 
 
 
 
 

2022 年 10 月 1 日から、医療機関の窓口で支払う医療費の自己負担「1 割」の方

のうち一定以上の所得がある方は「2 割」負担に変更となります。 

（現状「3 割」負担の方は変わりません） 新しい保険証は各自治体より９月上旬発送される予定です。 

2022 年 10 月１日に自己負担割合が「2 割」となる方に対する軽減措置 
 

3 年間、1 か月あたりの自己負担の 「増加額が」上限 3000 円 

となる軽減措置が受けられます。 
 

また、現在 1 割負担（一定以上所得あり）の方は月 18000 円が自己負担限度額

ですが、月 18000 円の限度額は 2 割負担になっても継続されます。 
 

最大で「1 医療機関あたり」3000 円まで自己負担が増えますが、1 か月あたりの自己負担

額が全医療機関利用分の合計で 3000 円以上増えた分は広域連合から払い戻されます。 

自己負担増加の軽減措置による払い戻しには事前申請が必要です 

 社会医療法人社団 健生会 ☎042-523-2375 

 
７５歳以上で医療費の自己負担割合が 

１割から 2 割になった方には増額に対する 

必ず申請して下さい！ 

〒190-0022 東京都立川市錦町 1-23-25   http://www .t-kenseikai.jp/honbu/ 



全日本民医連では、「 75歳以上医療費窓口負担2割化中止署名」を集めています。

いのちを大切にする政治への転換を求めましょう 。

アンケート 結果では、「 医療費が2割負担になったらどう しますか？」 の問

いに、「 受診回数を減らす」、「 薬を減らす」 など、 これまで通りの医療が

受けられないと約3割の方が回答しています。 医療を受けることは、 憲法
で保障された権利（ 受療権） です。 お金がないことで医療が受けられない
ことは、 絶対にあってはならないことです。

高齢になれば、 医療を必要とする機会が増えるのは当然です。 医療費を切
りつめて、 受診を我慢すれば命を失うことになり兼ねません。

75歳以上の単身で200万円以上、複数世帯は合計320万円以上の年収がある方が対象となります。

※激変緩和措置として改正後３ 年間は、外来の自己負担の増加額が3,000円以内

今やること
ですか??

月から

歳以上

窓口負担の
ここがおかしい

どう したら止められる？

2割負担はいのち・ 健康・ 人権を脅かします アンケート 結果から

〒113-8465 東京都文京区湯島2-4-4 平和と労働センター7F

TEL： 03-5842-6451 FAX： 03-5842-6460 E-mail： min-iren@min-iren.gr.jp

7割

●通院回数を減らす

●受診科の数を

減らす

●薬の飲み方を

自分で調整する

いままで通り
受診する3割

そもそも保険料を支払っているのに窓口負担も徴収するのは、 費用の二重取りです。 医療は

誰もがお金の心配をせずに利用できなければなりません。 窓口負担は廃止にすべきです。

コロナ禍、

年金削減、

物価高!!

コロナ禍、

年金削減、

物価高!!

2割負担になる対象者



医療費にお困りの方は、職員にご相談く ださい。

国の責任でお金の心配なく

誰もが必要な
医療が受けられるように

一人当たりの年間収入に対する一部負

担金の割合は、 現在の1割負担でも

75歳以上の方が現役世代よりも多く 、

政府の説明と実際は全く 矛盾していま

す。 2割にすれば不公平をさらに
拡大するだけです。

政府は高齢者の医療費を支える若い世代の負担軽減がね

らいと説明してきましたが、 実際の負担軽減は月額
わずか30円程度です。 世代間の対立を煽って、 生

命にかかわる高齢者の医療の一

部負担金を２倍に引き上げるな

ど、 許されません。 こうしたやり

方に、 若い世代からも「 2割化反

対」の怒りの声が上がっています。

現役世代と負担を

公平にする?

現役世代の負担を軽減する?

所得基準（ 単身所得200万円以上）は、当該法案が可決した後は、
国会審議を要せず政令により変更可能

１ 人当たり年間収入 １ 人当たり年間収入に対する患者一部負担の比率
（ 1人当たり患者負担÷1人当たり年間収入）

※患者負担は厚生労働省「 医療保険に関する基礎資料～平成29年度の医療費等の状況～」 年間
収入は2020年９ 月16日 社会保障審議会医療保険部会資料より 、 国民生活基礎調査の厚生労
働省保険局特別集計。

※日本医師会「 全世代型社会保障検討会議」 提出資料（ 2020年11月24日） より引用

所得・ 収入目安 後期高齢者に占める割合 対象者数

本人課税所得28万円以上
本人収入200万円以上

上位30％

（ 現役並み区分を除くと23％）
約370万人

本人課税所得あり

本人収入170万円以上
上位38％

（ 現役並み区分を除くと31％）
約520万人

本人所得35万円超

本人収入155万円以上
上位44％

（ 現役並み区分を除くと37％）
約605万人

※第134回社会保障審議会医療保険部会資料 2020年11月19日より作成

この法律には、 2割にする対象は、

別途「 政令に定める」 と書かれて

います。 今は、 単身の年収が200

万円以上とされていますが、 今後

は国会審議を抜きに、 内閣が政令

を出せば、 さらに低所得の人まで２

割負担にすることができます。

誰しも年を重ねて、 いずれ高齢者になります。 75歳未満の人にとっても、 他人ごとではありません。“未来の

自分”の問題です。私たちの望む社会は、差別されることなく 、誰もが、必要な時に、必要な医療が受けられる。

そんな社会ではないでしょうか。

無関係な人はいない？

現役世代の負担軽減は

詭弁

今後は、国会審議なしで

負担増の範囲が

広げられる?

たったの
30円？

40～44 330.1万円

25～29

85歳以上
148.7万円

5.7%

80～84
168.1万円

4.4%

75～79 176.1万円

3.7%

65～69
256.9万円

3.5%

55～59
349.2万円

1.8%

50～54 381.6万円

1.3%

45～49
348.0万円

1.1%

70～74
218.4万円

3.3%

60～64
292.2万円

2.6%

1.0%

35～39 295.8万円

1.0%

30～34
256.2万円

1.0%

222.3万円

1.0%

20～24
111.0万円

1.6%

「 現役世代と負担を公平化する」の
理屈は成り立たない

負担率だと
75歳以上の方が

高いのね

今
回

今
後
は
？


